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本社オフィスでは役員も新入社員
もパート社員も、同列に机が並ぶ。
これぞ、フラットな社風の表れ

人が育てば収益も上がる
レーザー専門の輸入商社である同社は、「徹底した教育」「公平なマネジメント」

そして「社員の働く喜び」を実現することで、
社員１人１人の成長を促している
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資
金
も
人
材
も
な
い
な
ら

「
や
る
気
」を
上
げ
る
し
か
な
い

「
会
社
の
業
績
が
上
が
っ
て
い
れ
ば
、
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
業
績
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
な
ん
で
す
ね
」

レ
ー
ザ
ー
関
連
機
器
の
専
門
商
社
で
あ

る
日
本
レ
ー
ザ
ー
の
近
藤
宣
之
代
表
取
締

役
社
長
は
、
こ
う
語
る
。
同
社
は
一
九
六

八
年
に
設
立
。九
四
年
度
か
ら
は
、一
九
期

連
続
の
黒
字
経
営
を
継
続
中
だ
。
二
〇
一

一
年
に
は
、「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
た
い
会
社
」
大
賞
の
中
小
企
業
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

今
で
こ
そ
超
優
良
企
業
の
同
社
だ
が
、

九
三
年
に
は
債
務
超
過
に
陥
っ
た
。
経
営

立
て
直
し
の
た
め
、
九
四
年
に
親
会
社
の

日
本
電
子
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
の
が
、
近

藤
社
長
だ
っ
た
。
近
藤
社
長
は
就
任
一
年

目
か
ら
単
年
度
黒
字
化
を
果
た
し
、
翌
年

に
は
再
建
の
本
気
度
を
示
す
た
め
、
自
ら

親
会
社
の
役
員
を
辞
め
て
退
路
を
断
ち
、

同
社
の
経
営
に
専
念
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ

に
累
損
も
一
掃
し
、
〇
七
年
に
は

Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
（
経
営
陣
と
従
業
員
に

よ
る
企
業
買
収
）
の
手
法
を
使
っ

て
親
会
社
か
ら
の
独
立
も
果
た
し

て
い
る
。
近
藤
社
長
は
言
う
。

「
当
社
の
よ
う
な
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
の
例

は
、
日
本
で
も
唯
一
だ
と
思
い
ま

す
。
当
社
に
は
、
正
社
員
、
嘱
託

社
員
、
定
年
再
雇
用
社
員
な
ど
多

様
な
雇
用
形
態
の
従
業
員
が
い
ま

す
が
、
派
遣
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
を
除
く
全
社
員
・
役
員
が
株

主
。
こ
う
い
う
話
を
す
る
と
、
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

で
株
主
と
社
員
が
完
全
に
同
じ
だ
か
ら
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
の
だ
ろ

う
と
、
よ
く
誤
解
さ
れ
ま
す
。
で
も
、
実

態
は
逆
。
も
と
も
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

高
い
社
員
が
い
た
か
ら
、
そ
う
い
う
チ
ャ

ン
ス
に
皆
が
共
鳴
し
て
出
資
を
し
て
く

れ
、Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
が
実
現
で
き
た
ん
で
す
よ
」

た
だ
し
、
近
藤
社
長
が
再
建
に
乗
り
出

し
た
当
時
は
、
経
営
悪
化
で
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
下
し
て
い
た
。し
か
し
、

資
金
も
人
材
も
不
足
す
る
中
で
は
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
以
外
に
再

建
の
道
は
な
い
と
判
断
。
そ
の
た
め
に
、

三
つ
の
要
素
を
施
策
の
柱
に
打
ち
出
し
た
。

一
つ
は
、
経
済
的
な
条
件
。
ま
ず
、
安

定
的
な
雇
用
を
し
て
、
そ
の
上
で
給
与
、

労
働
時
間
、
休
日
と
い
っ
た
労
働
条
件
を

整
備
す
る
の
は
大
前
提
と
い
え
る
。

第
二
に
、ソ
フ
ト
的
な
条
件
。
例
え
ば
、

同
社
で
は
忘
年
会
、
新
入
社
員
歓
迎
会
、

送
別
会
、
社
員
旅
行
な
ど
頻
繁
に
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
全
額

会
社
負
担
だ
。
こ
れ
は
福
利
厚
生
的
な
側

面
も
あ
る
が
、
従
業
員
の
一
体
感
や
連
帯

感
を
高
め
る
た
め
で
も
あ
る
。
近
年
は
、

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
に
、
オ
フ
ィ

ス
の
清
掃
業
者
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
ま
で

も
含
め
て
、
関
係
者
を
招
待
し
て
い
る
。

「
掃
除
で
あ
ろ
う
と
、
営
業
や
事
務
で
あ

ろ
う
と
、
皆
こ
の
日
本
レ
ー
ザ
ー
と
い
う

舞
台
で
働
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
考
え
方

を
示
せ
ば
、
非
常
に
一
体
感
が
出
て
く
る

の
で
す
」（
近
藤
社
長
）

そ
し
て
第
三
が
、
職
場
の
空
気
。
一
般

に
退
職
理
由
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
人

間
関
係
を
含
め
た
空
気
、
す
な
わ
ち
社
風

や
価
値
観
が
合
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
近
藤
社
長
は
最
初
に
再
建

に
取
り
組
む
と
き
に
、「
こ
れ
か
ら
は
こ

う
い
う
社
風
の
会
社
に
す
る
。
そ
れ
が
嫌

な
ら
辞
め
て
も
ら
っ
て
い
い
」
と
理
念
や

方
針
を
社
員
に
明
示
し
た
。
例
え
ば
、
性

別
や
年
齢
、
国
籍
、
学
歴
、
勤
続
年
数
な

ど
に
よ
る
差
別
は
一
切
し
な
い
。
能
力
主

義
・
実
力
主
義
に
基
づ
き
、
透
明
な
基
準

で
処
遇
す
る
…
…
。そ
れ
に
伴
い
、人
事
制

強い現場のポイント

　　　　

2007年に日本では珍しいＭＥＢＯ（経営陣と従業
員による企業買収）を実施。新入社員も入社半年で
株主になれる制度をつくり、現在はパート・派遣社員
を除く全員が株主だ。株主＝社員であり、自らが成長
し、業績を上げようという好循環が生まれる

社員の全員が株主

1

2

1. 「会社の安定」はモチ
ベーションのカギ。現在、
収益の3割を占めるカタロ
グ事業は、近藤社長自ら
が交渉した成果。　2. 壁
にはたくさんの研修終了
証、決意表明文が並ぶ

■  Off-JT、On-JTを満遍なく活用

■  会社負担のセミナー、教育制度をふんだんに準備

■  会議も接待も全て「教育の場」として使う

■  成長しただけ評価される
   「透明な実力主義の人事・待遇」

社員の成長を促す取り組み
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度
や
賃
金
・
退
職
金
制
度
も
改
革
し
た
。

ま
た
、
制
度
だ
け
で
な
く
、
社
長
自
身

や
役
職
者
の
意
識
も
重
要
だ
と
言
う
。

「
空
気
と
い
う
の
は
、
絶
対
に
上
の
人
間

が
つ
く
る
。
そ
れ
が
下
に
伝
わ
っ
て
い
く

も
の
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
い
ち
ば
ん
大
事

な
の
は
、
上
に
と
っ
て
嫌
な
話
を
さ
れ
た

と
き
こ
そ
、
笑
顔
で
聞
く
と
い
う
こ
と
。

実
践
は
難
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
心
掛

け
て
い
る
だ
け
で
も
、
職
場
の
雰
囲
気
は

グ
ッ
と
良
く
な
り
ま
す
」

日
々
の
仕
事
は

「
全
て
教
育
」

さ
ら
に
、「
社
員
の
成
長
が
あ
っ
て
こ

そ
企
業
の
成
長
が
成
り
立
つ
」
と
の
理
念

の
下
、徹
底
し
た
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

一
般
的
な
教
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外

に
も
、
例
え
ば
会
議
自
体
も
教
育
の
場
と

な
る
。
ま
ず
、
月
曜
日
は
徹
底
的
に
会
議

の
時
間
。
朝
の
幹
部
会
議
で
は
、
管
理
職

は
毎
週
一
人
二
分
程
度
で
各
部
門
の
状
況

を
報
告
。
そ
れ
に
対
し
て
近
藤
社

長
が
指
示
を
与
え
、
大
き
な
方
針

な
ど
を
伝
え
る
。
次
に
そ
の
会
議

を
受
け
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ

ー
マ
や
方
針
を
掘
り
下
げ
て
具
体

的
な
課
題
を
話
し
合
う
グ
ル
ー
プ

会
議
を
開
く
。
こ
の
場
で
、
会
社

と
し
て
は
方
針
を
全
社
に
徹
底
す

る
と
同
時
に
、
下
か
ら
の
意
見
も

吸
い
上
げ
る
。
午
後
に
は
、
部
長

以
上
の
経
営
推
進
会
議
で
、
グ
ル

ー
プ
会
議
で
出
た
意
見
も
俎そ

上じ
ょ
うに

載
せ
な
が
ら
意
思
決
定
を
行
う
。
こ
れ
ら

全
て
の
会
議
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
名
古
屋
、
大
阪
の
社
員
も
全
員

参
加
し
て
開
催
し
て
い
る
。

海
外
出
張
も
教
育
を
兼
ね
て
い
る
。
通

常
の
営
業
や
技
術
な
ど
の
出
張
以
外
に

も
、
営
業
事
務
や
購
買
業
務
な
ど
の
社
員

に
も
、
毎
年
一
週
間
の
米
国
出
張
を
さ
せ

る
。
報
告
書
は
全
て
英
語
で
書
く
の
が
決

ま
り
だ
。
ま
た
、
海
外
の
取
引
先
か
ら
外

国
人
が
来
た
と
き
に
、
夜
は
多
く
の
社
員

も
同
席
し
て
懇
親
会
。
そ
の
場
は
日
本
語

禁
止
で
、
全
員
が
英
語
を
使
う
。

「
仕
事
は
全
部
教
育
の
場
だ
と
考
え
れ

ば
、
莫ば

く

大だ
い

な
時
間
が
取
れ
る
し
、
お
金
も

か
け
ら
れ
る
ん
で
す
ね
」（
近
藤
社
長
）

こ
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
業
務
上
不
可

欠
な
英
語
に
関
し
て
は
、
年
一
回
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
の
受
験
を
義
務
付
け
て
い
る
。
原
則

と
し
て
五
〇
〇
点
以
上
が
必
須
だ
が
、
ス

コ
ア
に
応
じ
て
手
当
を
支
給
す
る
。

こ
う
し
た
施
策
を
継
続
し
て
い
く
中

で
、「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」が
育
っ
て
く
る
と
、

そ
れ
が
何
よ
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
の
方
策
に
も
な
る
。

例
え
ば
、
方
倩
さ
ん
は
上
海
出
身
の
中

国
人
女
性
社
員
だ
。
中
国
で
大
学
を
卒
業

し
、
二
年
ほ
ど
働
い
た
後
、
日
本
の
横
浜

国
立
大
学
大
学
院
に
留
学
。
修
士
課
程
修

了
後
、
当
初
は
営
業
事
務
で
同
社
に
入
社

し
た
。
も
と
も
と
能
力
も
あ
り
、
一
年
半

で
本
人
の
希
望
も
入
れ
て
営
業
職
に
転
換

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
ど
ん
ど
ん
業
績
を
上
げ

て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
企
業
に
勤
務

し
て
い
た
中
国
人
男
性
と
結
婚
し
、
夫
の

転
勤
で
上
海
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

本
人
は
で
き
れ
ば
会
社
を
辞
め
た
く
な
い

と
言
う
。
そ
こ
で
夫
が
再
び
日
本
に
戻
る

予
定
の
一
年
後
に
は
帰
国
す
る
こ
と
を
条

件
に
、
自
宅
で
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
勤
務
を
認
め

た
。約
束
通
り
一
年
後
復
帰
し
た
彼
女
は
、

子
供
を
育
て
な
が
ら
、
何
度
も
ド
イ
ツ
に

出
張
す
る
な
ど
、
今
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
方

さ
ん
の
よ
う
に
意
欲
を
も
ち
、
実
際
に
成

長
を
し
た
社
員
が
身
近
に
い
る
と
、
周
り

の
社
員
も
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

に
な
る
わ
け
だ
。

近
藤
社
長
は
、「
社
長
の
最
大
の
仕
事

は
二
つ
。
一
つ
は
、
社
員
が
頑
張
れ
ば
利

益
を
上
げ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ

く
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
社
員
が
頑
張

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」だ
と
言
う
。

後
者
に
当
た
る
の
が
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し

て
き
た
よ
う
な
各
種
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
策
と
い
う
わ
け
だ
。
一
方
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
自
社
製
品
や
自
社
の
販
売
チ
ャ

ネ
ル
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
近
藤

社
長
は
、
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
努
力
や
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
。

ト
ッ
プ
は
社
員
が
成
長
で
き
る
環
境
を

用
意
し
、
そ
れ
に
社
員
が
応
え
て
、
結
果

的
に
会
社
が
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
好
循

環
が
、
日
本
レ
ー
ザ
ー
の
現
在
の
快
進
撃

を
支
え
て
い
る
。

海外サプライヤー
と懇談する社員。
成長の場の一例

近藤宣之氏
代表取締役社長


